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多価イオ

111主がはじめに a ぃ、 m したのか定かではないが.

rci"Ftiにある物伐のほとんど (90%以上)はブラ

丈?状態にある」と言われている。ところでフラ

ズ?というのは. 110の 'l11.イ~i をもっイオンと負の屯

仰をもっ屯「とが114 じり合った気体で全体として

'M.公的に小性になっているもののことである。と

すると十ri-iの物t'tの半分はイオンであるという

ことになる。もちろんそのイオンの大部分は水ぷ

原子のイオン(防チ)であるが.束縛電 f をむつ

イオンも多数{N， する。なかでも中性原 fから 2

例以トーの電 f を抑l ぎとった「多価イオン J がいろ

いろなところで重要な役;1mを損じている。

.j':'rh' に多11tli イオンがあることはかなり什からわ

かっていたが.その証拠の一つを見せよう。|ヌI 1

は人つ門前!C. r ひのとり」が観測した太陽7 レアか

らやってくる X線のスペクトルである。図のヒー

1

ン科学

宇宙科学研究所市川行和

クは、鉄の }J;{、 f から多数の 'Il!:子がはざとられた多

仙l イオン(lCe"+. Fe剖+など)から脱出された X

線を ·K している。また1&lHll~lnJにも多悩i イオンは

うよヲょしており.たとえば太陽系の同辺にら.

0 51 などの ttl' が舵認されている。

ところて同多 fnfi イオンカ{i~l'il自の JJi( r と j主うところ

はや'I て'あろうか。 番の特徴は. ~~lいクーロン・

ポテンンヤノレをもつことである。近くに他の原子

や分 fーがあると， 多1耐イオンはそれらの原子・分

干ーから多数の1t!:チを一度に引き抜いて自分のまわ

りに備えてしまう。その結よR，相手が分干ならた

ちどころにばらは'らになる。ここですム，B が必要な

のは、イオンは\!L[をただ引き寄せるだけでは主

<..ill[力学的に許される特定の軌道に 'ιf を捕

獲することである。すなわち. ~11.干の t~ lJ控にあた

ってはある純のj11;.tf( NI] が働き.相 T'l こ及ばす効果
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がわれわれの研究室の枇近のテー?である。 TE 寸ニ

イオン街突ー特にイオンの励起を個々の素過位と

して実験的にぷ|べることは非常に凶縦である。い

ろいろな事情で中性 lAL 子の場介の技術力、使えなし、。

また，安定て ;'~~H 立の ';~l い多{而イオンビームが必要

これはやっと実現しかけているところて"ある。

方理論の方も，強 po'、クーロン力が|問題を厄介主

ものにし， ft1j.J 皇:の[H j\- 、計算が困難である。しかし

このことは辺に町 多 11111 イオン Il i]有の新しい問題が

あることを意味 L ， J]\ 論物用め興味ある対象とな

る。たとえば，強いクーロン )J のために述動エネ

jレギーをもって衝突してきた7[イーも -II キ的にイオ

ンに捕まってしまし\その結栄町 I) 起やイオン化の

昨ホがJ1;~大する。これは共鳴衝突といわれるもの

であるが，多1III i イオンでは非市 lこ胤若に起こる。

~1III iイオ/に屯 f が悼 I突すると多くの場合光(紫

で.

も一係ではない。このことを利用すると.

ば多価イオンを固体表面に当てて表自の改'['t，

いては新物質の生成に役立てることができる可能

性がある。

多11111 イオン内に残っている電子は大きな束縛エ

ネルギーをもっている。したカ《って 3長官 iii イオン内

の'tlI干を励起するには大きなエネノレギ を必要と

し、逆に励起状態にある多制 ti イオンから出る光は

波長が知い。そこで何らかのお 法で特定の励起状

態に集中して~[£子を持ち上け的以晶、分イ fi を作れば，

それを利刷して短波長(真空紫外から X 総領域)

のレ ザ を尖現出来る。このん|旬の研究は現在

世界中で競争で行われている。

多価イオンをかなりの量刊ることは谷易ではな

い。作れたとしてもすぐに陪 l 聞の物質と反比、して

中性原子に戻ってしまう。したがって最近まで，

地上における多側イオンは i古川プラズマ中にごく

短時間存告するだけであった。しかし、最近いく

つかの手法が開発され.多価イオンをかなり大誌

にしかも安定に作ることができるようになりつつ

ある。その性質から多価イオンは「新しい JAL 子」

と言ってもよく、地上のわれわれは今ようやくそ

の新しい胤 f を手にいれ白山に使うことが出来る

ように主ってきたのて dある。多価イオンの構造や.

他の!原子分子あるいは間体物質との相互刊用の機

桃を調べ、その結果を j，~に依々なん、川の可能性を

探る.あるいは多価イオン生成の機構を調べ.新

しい強力な多 1i 日l イオン械を IJfl )~する，これ句の研

究を総称して「多価イオン科学」と呼んでいる。

もっともこの名前はまだ広〈認められているもの

ではなく，一部の研究;"iーが使っているにすぎな "0

しかし今後のこの分野の研究の発展を子氾!して今

か句 {ifIX を 1~} げているわけである。

さてそれではわれわれの研究室て Jは何をやって

いるか紺介しよう。~価イオノが弘，~ '~.~に存在する

のは向机フ・ラズ?の中であるが，そこでは lli 子と

多伽 i イオンとの衝突が恭木町 J' な来過将である。多

価イオンは，草子との衝突によってさらに屯子を抑]

ぎとりれたり.励起状態に上げ句れたりする。こ

の1正 f と多 filii イオンのHi i突を !W.~' n'U rl~) に訓べること

たとえ
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外線やX線)が放出される。たとえば.閃 l の X

線は太陽フレア中の~"の多11出イオンが屯子と衝突

した結 !-l!d度出された L のである。したがって電子

と鉄の多価イオンとの衝突の詳細がわかっていれ

ば，観測されたスペクトノレからその鉄多 lllii イオン

を合むプラズ?のtH'r (弘JAや省 J主)を知l ること

ができる。実はこのようにして、 「ひのとり」の

脱出IIから太陽7 レアの出l立が高いHキには30ω }jIJ!'

以ヒにもなることが初めてわかったのである。

本桁(1' 1な多 lltlj イオンの研究.特に尖験 (I') 研究が

U 時

第 8 回

宇宙科学一講演と映画の会

中成元年 5 fl27 円 UJ

午後 1 I時(ljf] rj.';)- 41 時 20 分

有楽町制 1 1:1ホール

千代田|メ有楽町 2 の 5 の l

イ1栄町センターピ yレ 111 滑
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始まってからまだ 10年品u主しか紙っていない。や

っと多i耐イオンらしさとは liilかがわかってきた段

階である。組織的な研究はこれからであリ.その

結来如何て1立意外なところに応fUの道が聞けるか

むしれない。一方.字 iii 観測が梢'品、化すればする

ほど多伽i イオンに|刻する知識が必裂になるに違い

ない。 r 多filii イオン科''T: J の発岐に読者の持さん

のごtWWf . ご支般をお国Hいする次第です。
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fH-理部長余米賢一

就任のごあいさつ

就任のごあいさつを中し上げます。

4 月 1 日付けで.信州大学から赴任してまいり

ました。

ごあいさつに廻りましたが、宇宙科学研究所が，

我が同における宇宙 ii'捌体を!II'、る'"f: 'lι 研究め'I'

心機関で，向主技術により， 世界的な故先端の州

究を行っている機関であることを実感している所

であります。

前仔一地の大学は，教育，研究.診療を行ってい

る総千子大学ではありましたが， 日本全国に町i似の

大q:があります。しかし、当僻究所は、全凶の研

究者に開放された.唯一町下市千円ん研究の共同利

用機関であることを考えますと，一-1M ， JN:先端の

研究が行われていることを強〈感じている次第で

す。

干J、は， I昭和39年の秋に文部省に転勤となってか

ら.地 }jへ転山するまでの約15年間の大半を，下

Z1:関係の{土~Jo;.にたづさわってきましたがーその|日]，

直般的にも， I削般的にも，研究所関係の予鮮には、

たづさわったことはございません。

このたび.まったく経験的ない，学術削除応に

所属する当研究所への人半異動の内示をn 命しま

した H存は，正直いって鮮さと司、'ムがあリました。

----y主 *EXOS-D順調に飛朔中

閉店A引| 去る 2 丹 221::1 .日本 l時間午 Iii] 811年

限窒J!J) ω分に鹿児品以内之浦から打ち 1--げ
られた第 12 庁科ザ WiJ ，UOXOS-D (あけぼの)は、

JJU，順調に飛測を続けている(表紙イラスト参!!({，)0

ここでは，打ち上げ後から今に生るまでを主主イ

ベ/トを中心 lこして相 ifl する。

.アンテナ等伸展オベレーション

3!'J4 C1.打ち|二 if てから， 10 口問。 r あけは了

の」はこの|則太陽を指 I{lj して毎分 20 回 4色、以上のハ

イスピ/状態に耐えていた o 1拝。賊されている句テ

レメータ刷め S アンテナ守 U アンテナもこのハイ

スヒンに耐えている。 ;J ち上げ後の初期凪 IJI1 チェ

'1 7 を終了して判 i般原にー封引き上げていた「あ

i3dli をが l って、!感銘

を'主けたことは. J9r 長

をはじめ、研究所全体

に、 II:HI:の故先端の研

究に向けて努力されて

いることです。

収作は.財政円建.

行政改市と厳しい状況の中にあり. lt~' 先端の 'f'l 山

科.Cr の研究とはいえ.その μ I-iillj は. lf -W Jに達成て F

きるものとは思っていませんが.符 J平再 1\ 長として.

努力し、たしたい所 μです。

告即古|店長の責務は，所長を Mil!.: L. l~ 思I再I，の職

n を総 11~ して，研究所における研究の成*が上る

ように.む周辺'函の{十 ι| 午に当るということと忠、い

ますが"、形十 j;n~p 盟百 1\ 長と IIi]係に.内1' 1付の研究 ι

と事務職只との Illj ，当研究所と文 iilJ 't:i~.!j~ 附係機|弘!

の聞の良きノ〈イフ i生になれれ l工中いと与えていま

す。

'，-:'， 1; 科ザ研究所の発恨のために.これから努力

いたしたいと思っていますので. fi'f-'(.背!if<の御

指導と i卸協力をお昭'Iiいする次第です。

(よごめ・けんぞう)

けぼの」の在J/ illil チームは、 I-I 前に辺ったアンテナ

イヰJ/民的オベレーンヨング〉為に， ·flj び内之浦人リを

していた。 rあけぼの」には，オーロラから発射

される JI"出にリ9\1，、屯 Mi1! Ji. を観測する日 fl(J で. ifiJf,t

L60 メー}ルにも及.-~~ワイヤーアンテナカサ{t: l!在さ

4-
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h
リ戸ルタイムで T 次処理された「あけぼのJの観測デ タ

れている。いよいよそのII干がきた。コマンドが打

たれ.アンテナ仲以 rONJ のステータスがかえっ

てきた。Jill嵐長モニターはおl 々とそのlえさを伝え

てくる。一度に凶7111'1 1こア/テナは延びていく。

非市に安定して持|百l じ長さだ。 20分は.あっとい

う Hけだった。アノテナを介して受信機は'fI1MiWi. を

受けだしていた。オーロラか句のメ y セージが早

速届いた。らIi:験は見4Lに成J}j した。

引き続き:J JI6 L1には俄界成分をピンクア y プ

するためのノレーフアノテナが、 7n にはサーチコ

イルをJZ 椛した V マストが仰反されたの一述のイ'i'

@物はわが国のハイテクの粋を結集しての号初め

てのチャレンジてaある。

3H8 L1.いよいよ最後のjlll@物である磁力 ~I

を撚依した M7ス|のjli'展である。地球的総場の

微妙な変化を j凪じてオーロラのメカニズムを、こ

の磁力日 l は探ゐうとしている。作:j J1~から離すのは守

j!lil'! の J仏磁の :if;~平を駆力少なくするためだ。 JJ が

ーに備えマス|先端のセンザ一部への給fEは II め

てある。 11 分かかって)!1，f，4'~7 ストは伸びきった。

緊 ~J~ した 'I' て日磁力 it! の屯似を投入。忠ったi11lりの

データ力、日の rjijに現れた。今までの緊張カヘ必ぴ

に変わるのこの H の為にと， t見l立と無く平い IIlI 而1

を来リ切った観測グノレーブの而々に熱い感動が走

る。

.相模原からの衛星運用

「あけぼのJ j前足が初めて経験した中の一つに，

1fMJT\，の相以 hitからの)J!;闘がある。それまてず)j!M5!

は. 交代て凶内之浦に出かけて，現地で支絞めメー

カーの方々と一緒に追跡をしていたが‘今回から

は打 It 見 If，{、で (:'I :i H.Jlli 刷ができるようになった。これ

は ~j 斗11 研から内之浦に '11 かれた高速デジタ Jレ凶献

で. コマンドが送れて.又テレメータの QL( ク

イ y ク Jレソク)ができる似になった為て'ある。 B

悼の 3 附にある也市 IJ~ 包(円 in'! 可点参 1!li )では.今

H も r あけぼの J の;n跡が 1- ，われている。 rあけ

ぼの」の共 1 ，， 1 lif 究者の多くは j[[ ~1~ に似んでいるの

で，巡)fj:'.J需にあたっても州宅が可能になり句従

来に比べて評判も上々(?)て凶ある。 1111 申告の半故 '1{

の NI. し、として.内之浦でも起用山来るよフに，ン

ステム lim 築されているが。 その十王寺 'I 市なが発 't

していない τI> も特 "II されるべき ιj>て Jある。

「あけぼの」は内之浦の他に守出磁の II i{ fll!ιI 也，

カナダのプリンスアノレパート術 hiJ 邑跡局、 そして

スウェーテザンのエスレンジ局の介百 14 ヶ月 i で受信

している。これらを卜子〈組み合わせて.またデ

ータレコーダの運用も工犬すると 60% 以卜のデー

タカノ〈ーレ y ジを己主況できる。このことは.特に

地球物理の分野で[立大切な 'no で r あけぼの」は

この内、 ni 、町 Jにテータをリリーえする上での jaE

本条件を jIJH 的に i的たしたと言 ζ る。観測百|画作

成に当たっては大別計針機の能力を駅似した会話

引のプログラムが庁 1 11 されており、 lif 究者の告 ljJfl

に広〈比一えている。

.r あけぼの」データ処理室の毎日

「あけぼの」のデータ也は膨大て"ある。 1 日に

k,cJ200M 13 のテーータカ寸守ら n·る。 M あとでゆっくり

と思えない収尖がひしひしと迫ってくる。 rあけ

ばの」データ処理ワーキンググループでは， リア

ルタイムでデ タヵ、打II日 ltのj、司I~~ I.ti 機に取り込

まれる τI';に日一目して.データの l 次処J!I!をリアル

タイムてオ l いイメージ rr'Jに d~fJ、する主ドにした。 Q

L プロン f P·iTU ， 上参 1!11， )と liT ばれるこの処理

データは、機訟の動刊の佐認 lこ甘i まらず‘新現象

の"t'J~J発見につながる。解析グループは附定軌道

情報、係定姿勢情報を法に観制 IIデータの本格的処

噂想史:::"'~加 m 町四 圃竺訪問抽叫棚

「あけぼの」データ処理室

p
h
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.fI1'.に進んでいる。 BNi 21析の「あけぼの」データ

処理室(十ilj tI写.R参開)には、イメ ジディスプ

レ一、 3 次7じディスプレー‘専用のレーザープリ

ンタ咋が肘U、されており，今後 UNIX 汁比、の E ニ

コンかり，ハソコム〆へのけ1力をサポー卜するンス

テムを導入する T'~て日ある。

.おわりに

「あけばの」は今後町 I註後の問u刻て'ある河川投

入オペレーンヨンに入る。おりしも.イ1 史 l 最大

の太陽爆発が起きた直後である。 1，' <iTUlH うオ

ーロラをはたいと%がはやるが r ニニは一番じ

っくりとう{('Aにんとの， 7不一ジャーの けが

七、に伐る。(小以降博)

*GEOTAIL(EM)試験

問92年にJLlIf予定の総公閤観礼!'1 1:'I'j J ， ICHllAIL

の EM (エンジニアリングモデル)試験が 2 月 27 円

より';':'， Ii fil l', JI~測体以 Jjl試験隙て寸 j われている。

この litllhj は f:U)I~ の設 Il-l ・製作を宇宙酬が， n ち|日

げを.'J ASAがl'ti1'111."'，する本 filA'; な U米共 Inl ブロ

ジェク|で、以 )j の e没百|思想の相 I主や口~の|笥 l世

か句これまでの I:li )，!とはやや述った問題も起って

いる。しかし十 II 当者 l <i j は;設計， ~~刊およひ'試験

的巧え方に対する悦 ~'f を広げる良い機会ととらえ

引く切っている。試験は来 Ir tJ<に製作された地仁 k1&

装VJ から始って、まず H 本I!! II'II. 当機総.続いて米

IEII /!I J 観 iWJI 世保のテストへと進んでいる。途中， 多

数の n日胞が光生.これを ~l C:JJl iするためにかなりの

i,olJ(作業も行われて関係者 1"1，今回の EM試験

的店義をひしひしと感じている。(も日本.iI二之)

ゐ錨
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*大型アンテナ雑音温度測定のモデル試験

科学 jili星「あけばの J の jJ 上げfえ 2 月 27-28

H の阿円にかけて KSC ，ド J tl!!I 広場に架設の If

)jIf;角錐デソンユ(卜図に不す)をIt!し、て.大司"

アンテナビーム給 ilL 系の雑音温度測定実験を行っ

た。この尖験は特:)oi研究只リチ守 ド・デキンソ

ノ氏 (J ドu との共同研究 r fl~ 雑音大引アンテナ J

の-JIi として行ったものて"ある。一般にアンテナ

の性能は，アンテナの flll~i (G) と.そのアンテ

ナが持つ射 rq\i 品l主 (T) との比 (G/T) によっ

て 7) 、される。従って.日七 i 能の大叩 l アンテナでは.

この:i H]!. 品肢を何 tプ) Il\:くおさえる必 I~ カfある。ち

なみに円回の 64mψ 大 2111 ア/テナは、この祁 fi?比 l立

が約 11-121 止 K て'ある。この{也は諸外 llil の大咋 Jア

ンテナ lこ比較してもかなり il\: '、{也て"あるが.この

内の約 4 --5 皮 K がビーム紅訂正系て .")t'-! ーしている

と術定されている。実験には現イ， :K SC で設置J_

Lj-';.が;(主められている 20mゆアンテナビ ム給屯系の

1/10似引を使刷した。ニのやfi. <1)実験では何時も

気象粂件が|問題に主る。特に今 1111 の尖験て'I;! ， 22

G l-l zの問波数を用いたので ;'iJII~.I £tと卜 2の正の状態

が尖験を芯しイ l することになった。 27 tl (政)は，

批判 jの実験となったが 2、が多く .2: の流れを測る

ー伐となった。幸いにも 28 日(政)は， KSC I 常

に誌のない状態が干 J 5I時 I ~\1ほどがL さ.かなり H ，!'t

のデータ Ir~ ji!'f)、できた。これらの'X!肢で司ビーム

給 lι系|人l で発生する雑白発生メカニズムが明らか

になれば今後は. さらに fl\: \;fi";}i品lJIの給屯系がJDI

t，IIできる。(， n川 i的)

(写真(左))

実験に用いられだ大型

戸ンテナ模型



微小重力下の流動現象 マランゴ、ニ対流

西岸件l ー

静比渡渡界面!こおける界面蝿乱現象のシユリーレン写真

ベンゼノ層(よ眉)か勺水槽(下層)へ酢酸が拡散して移動すると

き、べJゼン層に界面倒乱、すなわちマランゴニ対流カ生ずる.

挙制J 向平 ")11よ j':'d-i 相Il l!における 1;)(:分分雌・ l悦ノf ス守

のJ.~ Ii，止として極的て .iT( 't.!である。 1985年にスベー

スンヤ卜 Jレを mし、ておこなわれた l イツのスベー

スラフソ~'!h< (DI)におし、て凶 icknlllnn 句 1'< ~リコ

ンオイル。 I' の気泡ヵ、仏u主勾配 14. 5~C /("mのとき.

l.:nmln/~ て"-fJ ki ，'"LH川より尚以制I)に作動寸る結以を得

て L 、る。 '1 山ワトそ HU て"は汗}) によるs-u包グ〉干与品hi主 'I

じないので、主ci伎界 Il'i に 1品位土J門己を与えマランプ

ニ効取を判 )11 する H且カス H~il-' ，{;肺くめてイI 似J な HJl'

となるだろう。

しかし 7ランコニ刈流兆験的 'I'n しきは.物刊

III，に何りの変化 L )立ばさない f'I~J止のw微i止の小純

物の414人でも杉刊を交けるニとて“ある。作1J えは\

家出 III の r?i州内に料 [(Iii内刊刑を l 柿添JJu-~-る F11皮

肉不純物油 J!tでむ、 出LIt:川町出Ulは lil J;f;lj さ札.界 liIi

が肺;Jllf，jc iヒしてし占フ(界 [(lUI)淡収集 同参mt )", []Ii

j主の S iekrna川町J向立;でも液中を路間Jせず抑止の

ままの丸泡が飢?たされたり‘ また i也的多くの実験

でも 1T. I.;、に拠なる実験中古来が観祭されたり 一川

の iJL ，f;しが 'I じている。これ円は マランゴニ対流

i;fM< めて政維な現象であることにー l刈があるかも

知れ立し υ そのロ昧で.マランゴニ刈流が関与ず

る尖験では。引に界 [(Ii の i>li'i パヒにずじ分な ti:，t!を i足

した L 、何

令官 J卜 ;ft.1) J，ν11 1:t.， n~~~X，nfiC1う、 lilljJiIlさ H る干IJ.I，'i グ〉

1也に.百1，r; 'N~ii実験が uflie.で， 'fょ出よりの不純物114

人がliJj II できるので マランゴュ刈流桝川町実験

には 11"l: j血である。今後‘さらに地上'人験 微小皿

力開j克利 ill実験を lf(ね、マランゴニ対比的{融制It殻

怖の解l り) .:III Ji副In;、の附 4が行わ H. 主片付料 fiリ製

にずしjt(ニ ;ι庁J L!ザることカサgll·\ される。

(ひレコた あ与り.にしざわ しんいち)

凶らtθ
合 1!!?3仰詰ら
は弱、20

微小吊 hi、のマランゴニ対流の(;)[先は.近年続

々その 'ITt.せtL刊を J1つ L ，阪めて 'I，Wんにれわれている。

この'I'で特に同日すべきことは、斗 'rLi b'S:川におけ

る無刈流を斤:.i:し‘新材料削製に現大な JE』 h思想を

もた句寸忠1'.としての7ランゴニ !.'J 流の副f究のみ

でなく. -<-ランゴニ刈 iAc V') 徴紺l機怖を WI")J し。;Jill

仰するニとにより‘微小Tn力十における実験に相

似町Jに i， ri J.H しようとする研究が比受けられるよう

になったことである。

?ラ ι ゴニ対抗ιは n Itl 界 liliJ の il"U立北/i~~段差

に起|大|する伴 Il'i ルブJ i-';:: によって料~，i I に"舟起され

る流れであり.市1)のイ{eW!，に l則わわず.作 l自j'Jl~))

的不均衡がIT イl する場合に必ず発生する。 桝円

以や柿川町Iii など. II 市'レ i~j でらぬ;坊に Jを

することのできる収集である固納品而流動の促進に

よ 'I. 熱 物質の移動 jill I宣が円:しく WIJJIiすること

か打、 1ヒ子1':'1'の分~![-では‘"パ 1950年代より.

持|であるマランゴニ州1)*あるいは界 II， illt ，r;L現象

('びJ'(. .Iχl参 Iii! )として研究が行われている。

この特徴を川川して {7 イi~品。!l庇成分‘ ド ピン

グ物目的必J一分axiじゃ合金融液中の脱ガスを行つ

ことは、微小 'F1J 卜に jJ I,. 、ては特に!Il '&::と巧えら

れる。すなわち町 多J~主分系の E)-'il を分 (11) :1牧の

みで1 J う場令には句かなりのけ数カ、必裂であリ.

t'.i. IIS:I I\ J の 'X'.肢では -<-7 ロ的 HilI 析の/J;i、閃ともなる。

したがってマラ/ゴニ矧 J恥による均 分散化は倒

的ての効な fl主として今後 ii: [I すべきであろっ"

また.微小，[£}) I における減 'I' 気泡/液中消渦の

官、c，そ

与ノ，早稲副大学理工学部平田

界面 wl乱

現象、自a
,

ーィ

ト一一;

「烹盲克夏、トT'

E三旦主→ムー
。く Ma

1nlマランコニ数|

界聞の流れ a=2/3

熱物質の移動速度 a=1/3

界面撹乱現象と界面活染現象

界面張力勾配が正のとき、界面の流れは促進され、熱物質

白移動連度が増大し、界面1蝿乱現豊を呈する。

界面張力勾配力、負のとき、ある臨界値で界面白流れは抑制~

れ、熱物質的移勘違度が埠少し、界菌汚染現盈を呈する。

ヘ
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ー普及主 L§ L_
アメリカ右往左往

早川基

1)122lJから I ;凶 Ii刊のイ'定で fJ .)7 ォルニア大

学パークレー校とアイオワ大学にいってきました。

今固め旅行は滅多に H\ -*:ない経験をいろいろとし

た忘れられない旅となりました。それ句のね j検を

附i を ill って述べて十 l きたいと思いま 1 。

まず小乎ぷ lべは行きの修動の H干のがです。 III I/o:

日の削 San F l" ancisco~i{;- の税関で入国若干伐を終

えるのに 2 時Il:I J以七もかかってしまいました。こ

れには一度に飛行機が 4 機ほど蔚いたということ

むあるのですが号 J京大の理性 lはヒ'ザにあリます。

ビザ持、しの入図的場合には者知的審査に時 IHI がか

かるというニとです。時!日 lのある人はヒ'ザを取っ

てからきた}jがよいそうです。

;人は水町 11 日に lowa へ移動するときのことです。

相16 時25 分の月是行機でJ) cnve I へわきそこで飛行

機を来リ換えて 13nS35 分に Cedar Rapids という

IowaCity から1. 1i.で 30 分はどのところに/I Y'I: <千店

でした。 511 寺40 分にチェ y クインカウンターの riii

lニ nったにもかかわらず， J昨ii許カご阿ってきたとき

には 611 キ 5 分になっており係の人に「おまえは米

るのが返すぎる J と伝られてしまいました。チェ

ソクインを済ませ飛行機に来リ込んだら.なんと

りenverqi 牲が司;て'， r./-I jj'l さiLているので l 時 1 1:1 1 ほ

と'般陸が巡れるとのこと.来縦ぎ jg 巡れたため

CedarRapidsの上空lこすれ、たのは 3時過ぎでした

ところが「規採が 0/0 ('';;;1.屯高度 0 ，視f".O 。

つまリ窃で何ら見えない I ) なのでしば句< 1"1'.

i.\ 機をする」との・ I> ， 1I時lUIほどしても湖町II/V L

る気円dがなく r どこかには降りなければならむ

い」というわけで 160 キロ 41 月Ii れた Des Moineぉ

に辿れて行かれてしまいました。チャーターした

パスて-"Cedar Rapids にぷいたときにはも 'j 7II与

1こになっており.アイオワ大学の人は PZL 形もよ4

あたらずおまけに;J ""セージもあリ;ません， リム

ジ/て'lEi までたどりつく '1'1 LI になりました。後で

わかったのですが.迎えの人はDesMoineslこメ y

セージを送ってくれていたそうです。

冬とは思えない Bf;かさの中で気持ち良〈打ち合

せを治ませました 例苛ーは枇低気以が氷点|、 201主

ぐらいになるのに、 ，fl，がいた IMJは 01主になるかな

..".

句ないかで「まるて'存の陽気 t!J と百われました。

むっともニの院かさのせいで識がけ iたのですが

。

きていよいよ侃リ ill. 般大の災厄に遭遇しまし

た。上 D'lfi 目的判 1711 与の飛行機てて :eda rHapids を党

ち. Dcnvcl へ，，'j iJ‘いました。またもやDenver が

勺で l-2待機を III 年 I l:l lf\\. したのち r燃料を Mi給

しなくてはならな L、」と古うニとでなんと 5∞キ

ロ L 航れた IH?' コタ川|の Rapid dry にjllhて L 、か

れてしまいました結局Denvel にたどり /l'fi Iv、たの

は， 61 時 laJj !Iれの 'I 後 2 II.\' でその時にはむフ成 III

まて'いける成行機はありませんでした。そこで

~~ n の In] じ i山に変史をしてその II !J:空港のそばの

ホテルに ifl まることになりました。 トラ/クは脅え

空会社に削け， -f(Ji~ 知だけを if ってホテルに jJ き

チエソクインを済ませ店 I，屋町中に入ったところ'I'

から「ニニは私の再 I，§Iですよ J と人的 7tI.}14 ーの}j

をhi.ると初主的御In ll 人が立っているではないです

か。 r部院をH-\ J迎えた?そんな .'.!\I Itな」と思いつ

つ員 tを見ると確かにその古 I' J¥.の俳句 交付の人に

7 ブノレブソキングされてしまったのです。交付

に民リ新しい i耶庄の晶 tをもらい句やっと部ち泊き

ました。ザ u. ':U Jt t を取る前に出I>I;{のテレビで II.

行機の発治状況を凡てみた句取るはずの伎が欠航

になっていまし た。 f昆てて n<i if 品にいきなんとか

Seatlle 経由の成行機て..~<tlってきました。

被後におまけ.成凶に平山、たら待てどくらせど

イ'~i 物が出てこない。乗る似の変史に (Ji 物が ti いて

~とれずにまだ!J cnvc I にあるとの二と。はじめか

ら終わりまでトラブル絞きの旅でした。

(Iまやかわ・はじめ)
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_，J・《炉、\

\ふ:V~宙 宇宙環境 (5) 放射線環境

1952年にロケットによると十 Hi観測が始まって蚊初町大き

な成栄は政射刊(パノアレノ叩)的発見である。 らっとも句

ロケ y トに十持政したガイガーカウンターは強い肱射級のた

めに 2 IUljt3f息してしまい.正確な強度は ;R まらなか勺た。

放射椋 'fifの叫が I) や料「的エネルギ などが詳し〈測必さ

れるよヲになったのは人JJII.i~l\時代に入ってからである。

辿 f~-~ I封 J 1 \ をはじめとする複雑な笑凶押:jl{の出 IJI.や句人|則的

i店での~I:.iliが行われるようになると共にこのよフなサ出

版射線による機器や人体への杉特が問題となってきている。

特に枇近では街虫町長い#命が嬰求されるので句放射線の

被曝干測と N~，は出1jAd;t計円相z吋坑目となっている。

ここでは句集川 (Iリ主立場から .ιi 宙放射線をエネルギー

の高い 1ti'l1!:粒チとしておこ 7 ，つまり、光速に近い速さで

飛んでいる屯 f や陥7 その他の 1，(-f伎である。松 f の詰~動

エ不ルギーを去す円 lこ eV (屯ヲボルト)とい 7 単品を刷い

る。これは 1 ボルト円近 1土で Jill 辿した時的屯 f または防千

円エネルギーという 13 味であり，その 4 倍を keY ， 山万 1占

を MeV と呼.;: Q .:.;宙に舟抗する放射線はその尭『起出!から

次的 3 姐 Hiに分けることができる。

(I) 一主宇宙線

防了を王成分として‘ (ill の Jl: .~~組成に似た分布ですべ

ての正ょの原子肢が背まれている。エネルギ はゐleVfl\皮

から IO"cVI.止まで，は IXエネルギーの II )在に逆比例するよ

oj~分布で続いている。 ;U は品~ (の I %f' i\で実用上無悦

してしよ L 、。地球の jfr <て"の強度は I也!現れによって似入が

妨げられるので純度(正確には地f1E. jt.緋皮)によって'II，

I) 。品、迫で j~l 小となり倒へ ~IJ -j に従って WI JJl) -t る。強度は

肱射判 i暗中:，: (などに比べると小さいので， t』:f 誌としては匝

陽子 7ラックス (/s /c m 2 ) 1也子 71 "J'J]， (/s/cm 2 )

,.,

"
川 2.0 J.O 4.0 5.0 6 ,0

距離 IX ， Y軸共に地域半径単位)

図 1 抽射線帯の機型。陽子は34MeV以上、電子はO.5MeV以上

である。 rあけぽの」の軌道の 部を子午面に投和し た

ものを示した.

視できることが ~~\Q A:.陽

活動l叫によって数CeV以下

町粒子は変動するがそれ以

上は安 IE している。 次宇

宙線が問題となるのは。キ

持体的ン/ゲルイベントと

呼ばれる現象で品る。これ

は宇宙線のうち欽の I~{-(舷

などの豆粒 f が半導体を n

泊することによって論珂!担l

II I 日間を反転させたリ、過屯流

ハ | を売中したりするものであ

蜘凋分 I I る。最近‘実験室での川必

:間:!?;Jfね附蜘に北いて宇diでの酬
図2 rぁ Itl置の」で観刺された抽の発生 f洲がjj われるよ 7

射線帯粒子。寵 l 回目軌道に ι

泊って(下かり上へ)観測さになっている。

れた粒子の強度を示す。 (2) 太陽宇宙線

(フレア粒子)

太陽町 Ji 1Mでは l時に フレアと呼ばれる時発現輩が先牛

する。瞬間的によf誌の杭了が加速さ jし'r: Hl~1間へ放 riB さ

れる。爆発の鋭校や頻度は不辺で-f'測は休|雌である。ブル

エンス (W分杭イ数) 107 以上向フレアは中均年 3 阿佐であ

るが.太陽活動出iによって拠る。エネルギーは IOOMeV 以

|であるので‘低両院では帳域以外にらt人するニと Ij 古い。

爆発後 1 -2U で地球的近〈へ1'IJ;主し 1-2U 制統する。

抑止 1仇迫やそれ以述の mill ではよ線対的被保を，).:けるのキ

'it1船外での被保祉は l 同町フレアで 100 ラドを越えること

もある。人内政化iiiが 1000 ラド位伎であるといわれている

のでいかに強いか怨像できるであるつ。

(3) 放射線帯粒子

l庇射線新は凶に語、すょっに地球的よill r.. 引を中心にド

ナ y 状に分布している t;( (昨である。高度は約 IOOOkm以

卜数万 kllllこわたって拡がっている。成分はi{L(と協 f であ

るが'it!: (円強度がよ~ ，、。分布 Li 'ft1-{と陽 f およびエネル

ギーで興って L 、る Q O.5McV以 k何百， (では恥jに強l主は

1 0'例 Is'川に述する。'，~+Ij 内 1117 と外仰の 2 刷所に叶布し

ている。エネルギ一分11l はエネルギーの 4 -5 来 l二逆比例

するよう右急殴な形で， keVかり lOOMeV 位の粒 f が li11

する。的止軌道での年|川被保i社は 5XI併ラド (If:である白ま

た 3UMcV以上的問 (-IHi<反応によって//グルイベノトの

J~(川となリ この:1Jkは一式千出線中の，[\I貴了による L のよ

り多い。守山倒的昨_j!，l. では「あけば的J が政射帯町中心部

を辿過することから，そ町n取に|問 (<<，K; がずt労したことは

記憶に析し い。
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短かかったけれど素晴しかった宇宙研

堀品美

3JI5 目的1::1 U/~ H. li;ii 虻過ごしたアルコールの

せいでまだ似の中が1I ;'1.1.1 ，~の刊弾。その II:'): ， '~lL，話機

的ベノレがけたたましく l鳴った ω 以内巳、に比、える。

ですカイもっと Lι えためは必話の内世て F した。

e引刊11民ミさんカか、句';rr:

とした 司不"瓦久カが{ j過位ざる@ハイ' ホリデス， ~比心 1刊5L

l“l 枕にさぎ♂こち主なe い。すると， 1氏 II ではあるが人前

日よかありかつ誠実なパ染が耳を打つ. hl),.J~J、があり

ました" 不安がJ.lU見に..， ι う ~(i町中はツト ill~

j' ヒて転勤先を im きとめる。}i( m~大学のti;fH

，~と IlfIき.再び清仁科 litの1J， 'J>は今まで I!X ι

託験がない。その"..庁、郡大γーへは-J~L 訪問し

たニとカぜなかった. 4z'hfカ句ムる 苛111企の a

繋が4与えし仕事 ι 何々的験することは良い lーです。

その I f 柴に励まされました。京行I>に行かせていた

だこうー 1'1 分の知らない分別が又一つ勉強できる，

主(j ·r カ 'iJとまった。

でも i~iかった.数多くのWI仰と1:'，をもって。斗

'Iii611にお l止品になってわずか 年 'j ・ 'dif トマに|止l

して、 ~t <知"自主がなかった店、にとって‘ 初年は iltl

くものすべてが 7 .L. ，;.':.....ヨン? ? ?の迎杭. [I';;:;

とりかわされている法4: 1 rJ uft ですらその U 肱がわ

から主い. l:I:' ドて "[u\ って〈る主知的中です句1' 1'，解

できない d~ 註や略 1・世ヵ、多く m当とまどった.会 ..晶

においてらわから主いお艇があり.それを与えて

いると話題カ、どんどんi!!;んで L 、< ，後でそっと I~' ，l

べやっと志叫 t がわかり ..iA の l付討が1' 1' 桝できると

いった 1此古 tて'した。こんな ~t. 1J'. はたして納まる

かと悩んで ι みた。だか， ~t.が '-j< 't1- i 料 γ の 1.1/ .1"\; 主

である必裂はない(とても とてもむれるわけは

ありません i ただし‘ 1.1: 'IH ニ必 lt!: とされる I j"~~の

おおよそのむ"よは川 i向午しようと記 Fヒでした。そし

て 1'1 分に勺え句れた会 ~t-7/ としての u， 'j';にお

いてエキスハートとなり.先生五が行う 'Jf" 先がよ

りスムースにわえ仰るよう.煩わしいヲ|五|の会 ~I

\,r. r 続の中で.会，HI制係 iょうT等に抵触することの

ない範阿で 法的過HI とその述朋に努めよヲと巧

えるようになリました。

ところが. n 分の'-i斗tl利 J に対する無学さから

，泊先サー }j との|分なコミニコケーシヨノ L はかれ主

主いまま. mil以k ju t-つ札，安弘に処ヂ 1\せさるを l~}\

ないものむあり‘ むっとd[i し子トってし、 JLI ;f， もっ

と.もっと此い }j i去があゥたのではと.反省 反

省の迎紘でした

今年の 2 H22H は.店、にとって初めての.科学

1軒以の打 l げが行わ Hました。その U干の感慨は一

生忘れないものでしょうゆロケソト及び 1軒以の裂

作に i系る 'J! f1の一端に悦わったず i として. -tJ 上

がるまでの 1m は. うまくい勺てはしい，捉約した

ものが不 n·{} をおこさ主いではしいと，不安な気

分て'ーー料、。そ hだけに IN.!}) したと 1m いた II 年には#

びカ fひとしむて'した。この判''(: (!J.jJI~. r あけ I· ;fの」

カ\オーロラの"日現象的解明に祈附されることを

干Ii っておりま i- ..ぷlI ti らしい附究の成米が，'iC表さ

れることを WH·' ，しております。その時は r Ji-J 'J

を IIq びたい。

ただ妓念と官、う ~(1 Sがありま 1 製 11 契約を， II

当した契約品の戦 11 1J' 議一人として。打 l二げの

現場を比たものがないよとです。 I 白 Uti は一見に

しかす J とか.打|げを 1111 の当りにしたおでない

と.その辿 )J については.いくら説明されても納

得できない ι のと也い、ます。ぜひ見せて I'. げてほ

しいと }~l. OJ 公判ヵ、します。次 Inl の契約に刈する励

みにむなると店、います。

「先端を li< ぷII i'{句しい研究耐で J r 木知の分間

的解 11)1 にたゆま由労 )J をされている，i-Yi先'ド方 J や

「契約泌を初めとして t'r.l" ll! ，百 II の特級」との1-1\会い

は.店、にとって何むのに ι 変えがたいI! Hii となリ

ました。~fJ ~~とたゆまない傍 }J をモ γ トーに. iii
';1< って 1 j'，:tたいと店、っておリます。以後になりま

したか.なにもお i主に立てなかった弘を御指導 1

さった先生 }j をはじめ峨只的特級 }j に深〈感謝す

るとともに.すばらしも、'i-: ri:i科学の研究成呆を挙

げられますよう祈念いたします。(はリ・ただよし)
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~tii:'j: 'di 科'l 研究lifl' (文部省)

事 2~~) ~ll 出川県相 Ig'~rJ;I， rblllrtti3-I-l Tヒ L O.t2i-51-3911
⑨
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I 自の彼方から「あけぼの J が見守

るなかで新年伎を i担え.制者の店、気は

佼々盛んである。(坑木)


